






















































平成13年度 7名 奥野(教育学科より移籍) / ダイクス・山田（教養科より移籍）
平成14年度 9名 川添（新任）・西山（教養科より移籍）
平成15年度 12名 外山・増井･村石（教養科より移籍） 奥野（教育学科へ移籍）
平成16年度 11名 村石（退任）






平成23年度 12名 豊住（主任） 池田・児玉・張（社会福祉学部より移籍）増井（退任）
平成24年度 12名 佐藤（新任・平成25年度より教育学部へ移籍）
平成25年度 11名 外山（主任） 上久保・森・ダイクス(退任)
平成26年度 10名 芳賀・メイヨー（新任） 池田・前田（退任）





























平成15年度 94 94 33 33
平成16年度 87 87 0 51 51
平成17年度 93 93 3 72 75
平成18年度 87 87 0 69 69
平成19年度 71 71 1 69 70
平成20年度 80 80 0 95 95
平成21年度 83 2 85 2 72 74
平成22年度 77 3 80 2 52 54
平成23年度 78 5 83 5 64 69
平成24年度 80 4 84 5 79 84
平成25年度 70 4 74 9 71 80
平成26年度 90 4 94 6 70 76





































































































11月 1 日 十周年記念・ホームカミングデー（研究発表会、卒業生の近況報告、懇親会）
























コミュニケーション学科は、平成16年 3 月に 1期生を第 1回卒業生として送り出した。27年 3 月に
は12期生が卒業している。コミュニケーション学科の卒業生の進路として特徴的なのは、企業・団体
への就職が圧倒的だということである。過去 3年間の就職状況は以下の如くである（「進学」には 9月
卒業の留学生の大学院への進学も含まれている）。
平成24年度：企業・団体（86.3％）、公務員（6.5％）、進学（8.2％）
平成25年度：企業・団体（76.1％）、福祉（2.8％）、公務員（2.8％）、教員（5.6％）、進学（12.7％）
平成26年度：企業・団体（77.4％）、福祉（4.8％）、公務員（1.6％）、教員（6.5％）、進学（9.7％）
就職先は、農林・建設・製造・ガス供給・情報通信・運輸・卸売・小売・金融・保険・サービス業
など他業種にわたっている。また、ほぼ毎年コミュニケーション学科出身の警察官や消防士が生まれ
ている。
【附記】平成24年度に提出した原稿に加筆して、平成27年度現在までのコミュニケーション学科の歴史を記した。
（やまだ やすこ・皇學館大学文学部教授）
【編集担当者附記】本稿は、『皇學館大學百三十年史』各説篇に掲載のため準備された原稿であるが、同書の刊
行を見送ることとなったためここに掲載させていただいた。
皇學館大学文学部コミュニケーション学科小史（山田）
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